
株式会社協和医療器（青森県八戸市、代表取締役社長 野里稗苗）は、弊社がスポンサー契約を結んで
いる横浜F・マリノスのアジアパートナー制度を通じ、ミャンマーナショナルリーグに所属の
「ヤンゴン・ユナイテッドFC」とビジネスパートナー契約を締結いたしました。

ミャンマーのプロサッカークラブ「ヤンゴン・ユナイテッドFC」との
ビジネスパートナー契約締結のお知らせ

2017年６月5日

プレスリリース

＜本件に関するお問い合わせ＞
株式会社協和医療器 担当：濱地

TEL：03-6228-7244 Mail：hamaji@kyowairyo.co.jp
〒104-0031 東京都中央区京橋1-6-12 NS京橋ビル5F

・クラブマネジメントのノウハウ

・ビジネス
サポート

・ミャンマーでの
ビジネス展開

・スポンサー契約

・両社間の
コミュニケーション

・パートナー契約

■ビジネスパートナー契約締結の目的

当社は、この制度を活用してミャンマーへの進出を計画しております。
ミャンマ―は急速な経済発展をしていますが、医療環境は充実しているとは言えません。
富裕層の人々は医療行為を受けるのに隣国のタイやシンガポールへ行くというのが現状です。

しかし、ミャンマ―の医師は非常に知識を持っており、その水準は極めて高いと言われています。
つまり、その知識や技術を活かす環境が整っていないのです。時間がかかるかもしれませんが、
当社は30年以上、医療分野で培ってきた知識と経験を活かし、日本の医療技術・医療機器・
医療資材をミャンマーへ持ち込むことで、医療環境及び衛生環境の水準向上を
目指して参ります。

（左）ヤンゴン・ユナイテッドFC CEOのMIN SWE OO氏
（右）協和医療器専務取締役 小野寺俊弥

■ヤンゴン・ユナイテッドFCについて

2009年のミャンマープロサッカーリーグの誕生と同時に発足。2011年のナショナ
ルリーグ優勝以降、4度の優勝を果たし、現在もナショナルリーグの1部に所属。
2013年9月に横浜F・マリノスとパートナーシップ提携を締結。

アジアパートナー制度相関図
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